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て
い
る
。
書
写
伝
来
は
不
明
で
、
当
館
の
軸
の
外
題
に
は
「
源
俊
頼
朝
臣　
尼

崎
切　

月
新
所
蔵
」
と
あ
る
が
、
現
在
は
懐
疑
的
な
見
方
が
多
い
。
巻
十
六
と
巻
十

二
は
書
写
者
を
異
に
す
る
が
、
料
紙
、
寸
法
等
の
形
式
に
よ
り
同
本
と
認
定
さ

れ
て
い
る
。
非
仙
覚
本
系
の
本
文
を
有
し
て
お
り
、
特
に
巻
十
六
に
お
い
て
は

唯
一
の
非
仙
覚
本
系
諸
本
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
当
館
所
蔵
の
「
尼
崎
切
」
は

巻
十
二
の
断
簡
の
う
ち
の
一
葉
で
あ
り
、『
校
本
万
葉
集
』
諸
本
輯
影
（
第
六
十

七（
１
））
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

「
尼
崎
本
」（
巻
十
六
）
に
は
墨
と
朱
に
よ
る
書
入
が
あ
り
、
校
異
・
異
訓
が

示
さ
れ
る
。
こ
の
朱
の
書
入
に
つ
い
て
、『
校
本
万
葉
集（

２
）

』
は
本
文
と
は
別
筆

で
あ
ろ
う
と
す
る
が
、
澤
瀉
久
孝
氏
は
同
筆
か（

３
）

、
と
す
る
。
当
館
所
蔵
の
「
尼

崎
切
」
に
も
墨
・
朱
に
よ
る
書
入
が
存
す
る
も
、
同
筆
・
別
筆
い
ず
れ
か
不
明

で
あ
る
。
当
館
所
蔵
の
「
尼
崎
切
」
は
、
漢
字
本
文
と
同
じ
高
さ
で
別
提
訓
が

記
さ
れ
て
い
る
。
漢
字
本
文
は
諸
本
と
異
同
は
な
い
。
訓
に
お
い
て
は
、
四
・

五
行
目
の
二
八
九
二
番
歌
に
注
目
し
た
い
。「
つ
き
の
お
ほ
く
へ
ぬ
れ
は
」
は
、

諸
本
に
は
「
あ
ま
た
つ
き
の
へ
ゆ
け
は
」
と
あ
り
、
独
自
の
訓
で
あ
る
。
右
傍

の
朱
筆
「
ツ
キ
ノ
ヘ
ユ
ケ
ハ
」
は
諸
本
の
い
ず
れ
か
の
訓
読
を
書
入
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
ま
た
同
行
の
右
傍
の
朱
筆
「
ヌ
カ
ス
オ
ホ
ク
」
は
元
暦
校
本
の
右

傍
赭
筆
と
一
致
し
、「（
あ
は
）
ヌ
カ
ス
」
は
西
本
願
寺
本
・
細
井
本
の
本
文
訓

と
一
致
、「
オ
ホ
ク
」
は
西
本
願
寺
本
の
右
傍
書
と
も
一
致
す
る
。
朱
筆
の
書

入
に
は
諸
本
と
の
校
合
の
形
跡
が
み
ら
れ
る
が
、
当
館
所
蔵
の
一
葉
の
本
文
訓

は
仙
覚
本
系
統
と
は
異
な
る
系
統
に
属
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
蔵

「
尼
崎
本
万
葉
集
断
簡（
尼
崎
切
）」
解
題

大
谷　

歩

　
【
書
誌
情
報
】　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
管
理
番
号
：
イ
6
）

［
書
写
年
代
］　

平
安
時
代
末
期
～
鎌
倉
初
期

［ 

体　

 

裁 

］　

軸
装

［ 

行　

 

数 

］　

七
行

［ 

寸　

 

法 

］　

本
紙　
　

縦
二
五
・
三
㎝　
　

横
一
四
・
三
㎝

軸
全
長　

縦
一
三
六
・
五
㎝　

横
三
七
・
八
㎝

［ 

字　

 

高 

］　

二
二
・
五
㎝

［ 

料　

 

紙 

］　

雲
母
引
き
の
斐
紙
・
無
卦

［ 

収
録
歌 

］　
『
万
葉
集
』
巻
十
二
・
二
八
九
一
番
歌
（
訓
の
み
）
か
ら

二
八
九
三
番
歌
（
訓
の
第
四
句
途
中
ま
で
）

［ 

そ
の
他 

］　

極
札
ナ
シ
。
箱
裏
「
巻
十
二
／
あ
ら
た
ま
の
と
し
の
を
な
か

く
」「
浪
華
法
眼 

堺
堂
鑒
」
の
墨
書
、
朱
の
角
印
あ
り
。

　
【
解
説
】

「
尼
崎
本
万
葉
集
」
は
、
現
在
巻
十
六
の
一
冊
と
巻
十
二
の
断
簡
が
知
ら
れ



―9―

【
翻
刻
】	

あ
ら
た
ま
の
と
し
の
を
な
か
く
か
く
こ
ひ
は
ま
こ

	

と
わ
か
い
の
ち
ま
た
か
ら
め
や
も

	

思
遣
為
便
乃
田
時付

毛（
朱
）

吾
者
無
不
相
数
多
月
之
経
去
者

	

お
も
ひ
や
る
す
へ
の
た
とつ

（
墨
：
朱
の
合
点
ア
リ
）

き
も
わ
れ
は
な
し

	

あ
は
すヌ

てカ

つス

きオ

のホ

おク
ほ
くツ

キ
ノへ

ぬヘ

れユ
ケ

はハ
（
以
上
朱
）

	

朝
去
而
暮
者
来
座
君
故
尒
忌
々
久
毛
吾
者
歎
鶴
鴨

	

あ
さ
ゆ
き
て
ゆ
ふ
へ
は
き
ま
す
き
み
ゆ
ゑ
に
こ
ゝ

注
（
１
）『
校
本
万
葉
集
』
第
十
七
巻
・
諸
本
輯
影
（
一
九
三
二
年
、
岩
波
書
店
）

（
２
）『
校
本
万
葉
集
』
第
十
巻
・
増
補
（
一
九
三
二
年
、
岩
波
書
店
）

（
3
）
澤
瀉
久
孝
「
尼
崎
本
万
葉
集
に
就
い
て
」『
万
葉
の
作
品
と
時
代
』（
一
九
四
一
年
、

岩
波
書
店
）

「尼崎本万葉集断簡」　奈良県立万葉文化館所蔵（本紙・原寸）


